
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

北九州市立河内小学校 学校通信（平成２６年度 №1２）     平成２７年 ３月 ２日 

河 内 だ よ り  ○か感謝 ○わわかる喜び ○ちチームワークを育てよう 

電話 ６５１－１９８２  文責 校長 古賀 克彦 

  
 
河内の梅の花がほころび、本格的な春がもうすぐそこまで

近付いていることを感じます。 
いよいよ３月に入り、卒業式まで２週間あまりとなりまし

た。子どもたちは、７日(土)に予定されているお別れ集会に
向けて、出し物練習や会場準備等をがんばっています。思い
出に残る集会になるよう、誰もが一生懸命です。 
２人の卒業生に限らず、在校生にとっても残りわずかな３

学期です。学年のまとめをしっかりとして、進級の準備をし
てほしいものです。 

     
     行 事 予 定 

 

3(火) 河内っ子タイム(中学年音読発表) 

4(水) どんぐりの会  学生ボラ 

5(木) 朝の読み聞かせ  給食訪問 

6(金) クラブ･委員会活動(反省) 

    バザー準備①14時～、②19時～ 

7(土) お別れ集会→タイムカプセル→ 

    ふれあいバザー  

9(月) ふれあい給食 

11(水) 卒業式全体練習  学生ボラ 

12(木) 公立中学校卒業式 

 河内っ子タイム(高学年音読発表) 

    芋の植え付け 卒業式全体練習 

13(金) スクールカウンセラー来校 

    卒業式全体練習 

16(月) 卒業式全体練習  大掃除 

    ６年生奉仕作業 

17(火) ６年生修了式  卒業式準備 

    学生ボラ 

18(水) 第 140回卒業証書授与式 

    学生ボラ 

19(木) 給食訪問 

20(金) ＰＴＡ理事会(和室で茶話会)  

24(火) 修了式 

 

＜４月の主な予定＞ 
4/ 7(火) 離任式・始業式 

4/10(金) 入学式(2名) 

4/13(月) 給食開始 

 
 

 
＜鬼が来た！＞2/3(火) 
学校に今年も鬼がやってきました。 

            今回は、高学年の鬼が低･中学年の教室 
を｢訪問｣しました。高学年児童が教室へ 
もどってほっとしているところへ、新た 
に鬼が登場！大いに盛り上がりました。 
みんな、心の鬼を退治できたかな？ 

 
＜朝の読み聞かせ＞2/5(木) 
 ブックヘルパーのお母さん方が、毎 
月１回、読み聞かせをしてくださって 
います。この日は、野中さんが 4・5 
年生へ、佐々木さんが１～3 年生に読 
み聞かせをしました。6 年生の 2 人は 
低学年の読み聞かせに参加しました。 
 

＜七輪の体験＞2/9(月) 
3 年生は、昔の道具体験として、 

七輪を使った学習に臨みました。校 
務員の佐々木さんが指導補助をしま 

    した。2 人の 3 年生は、炭火を使っ 
て食べ物を温め、試食することを通 
して、日頃使っている調理器具との 
違いを実感していました。  

 
＜太鼓の引き継ぎ＞2/10(火)､17(火) 
 来年度の太鼓学習に備えて、浜 
辺先生ご夫妻からご指導をいただ 
きました。卒業や進級によって、 
太鼓の受け持ちが変わるためです。 
3 年生は、高学年の演目に初挑戦 
だったにも関わらず、あっという 
間に見事な叩き振りを見せていま 
した。叩ける日が来ることを、楽しみにしていたのでしょうね。 
 

＜河内委員会＞2/19(木) 
               お別れ集会のスローガンや出

し物、学年ごとの分担等を話し合
うために、河内委員会が行われま
した。お別れ集会のスローガンを
決めた後、6 年生は会場を出て、
在校生だけで出し物や分担を話
し合いました。卒業生も在校生も 

本番までは出し物の詳細は秘密です。土曜授業の一環で行います 
ので、保護者の皆さんも温かく見守ってあげてください。 

 

＜音読発表会＞2/26(木) 
 

河内っ子タイムで、低学年学級の５名
が音読発表をしました。学力と表現力の
向上を目指した取組の一つです。 
子どもたちは、十二支や春の七草をは

じめ、自作の詩を披露するなど、盛りだ
くさんでした。練習を重ね、心地よい緊
張感をもって臨む姿に大きな成長を感じ
ました。セリフを間違えて、涙ぐむ姿も
ありましたが、発表後に「誰も笑ってな
いよ」「よくがんばっていたよ」など、
フォローする言葉が次々にかけられてい
たことを知り、胸が熱くなりました。 


